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１ 会議名 広報広聴委員会 

 

２ 日時 

⑴ 期日 令和６年４月25日（木） 

⑵ 開会 午前８時59分 

⑶ 散会 午前10時29分 

 

３ 場所 第２委員会室 

 

４ 出席委員 

川 原 慎 一 委 員 長、白 石 純 一 副委員長、大 野 雅 子 委  員、 

竹 原 信 一 委  員 

 

５ 欠席委員 

髙 﨑 良 二 委  員、川 畑 二 美 委  員 

 

６ 事務局職員 

議事係主任 松 林 俊 介 

 

７ 会議に付した事件 

議会だより224号について 

 

８ 議事の経過概要 別紙のとおり 
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広報広聴委員会 令和６年４月25日（木）             開会 午前８時59分 

 

審査の経過概要 

川原慎一委員長 

ただいまから広報広聴委員会を開会いたします。 

○ 議会だより224号について 

川原慎一委員長 

昨日に引き続き、議会だより224号について議題といたします。 

確認のため暫時休憩に入ります。 

 

（休憩 午前８時59分～午前８時59分） 

 

川原慎一委員長 

休憩前に引き続き、委員会を再開します。 

今日は髙﨑委員と川畑委員が欠席になりますが、２人の欠席までは４人の出席ですので

委員会は成立いたしますので、それは御報告しておきます。 

それでは暫時休憩入ります。 

 

（休憩 午前８時59分～午前９時54分） 

 

川原慎一委員長 

休憩前に引き続き、委員会を再開します。 

10時10分ぐらいまでちょっと休憩させてください。 

 

（休憩 午前９時54分～午前10時12分） 

 

川原慎一委員長 

休憩前に引き続き、委員会を再開いたします。 

それでは、議長の修正案を受けての確認で、こちらのほうで話し合ったものの確認をい

たします。 

まず、表紙、「６年度予算過去最高額で可決」でいいのではないかということです。 

次のページ、総括の２ページ、黒板のところの、３行目の括弧、「対前年比10億何千万

円増、8.6％」、括弧閉じ。あとは、議長の。 

〔発言する者あり〕 

「憶」は、にんべんの「億」に変えるということですね。 

次の３ページ。 

〔白石純一委員「すいません、１番下の電子図書使用料というのはいいんでしたっけ」

と呼ぶ〕 

電子図書の、ここで譲歩してくれということで、電子図書館の電子図書です。 

〔発言する者あり〕 

数字はこれで出すので、答えているし出すんですけど、明確にならないように、電子図
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書館の電子図書で譲歩してほしいということで、そこを受けて、こっちもオーケーを出し

たので、こういう文言になったということですね。 

次の３ページ、課設置条例の部分の「修正可決」と、農政林務課、農政課から農政林務

課のところの文字の色を変更、ほかは議長の御提案どおりということですね。 

次のページは、議長の御提案どおりでいいということ。 

次、５ページは、まず左上の水道事業は、そのまま動かさないということですね。 

１、２、３、４段目は、議長の御提案ではなく、そのまま、原案のまま採用でいく。 

その横の令和５年度一般会計補正予算、原案可決。 

このスタンプですが、広げないってどういうこと。何を言ったけ。 

〔松林議事係主任「そこは無視してください」と呼ぶ〕 

ごめんなさい。ここは違いました。 

１番下、写真を消してスタンプをここにということでしたけど、これはそのまま動かさ

ずに行くということで、そもそも、水道事業に関しては、一般会計ではございませんので、

ここだけ背景色を変えるっていうことです。 

耐用年数の部分ですね。質問の問いの「耐用年数到来の管布設替えは幾らかかるか」の

ところは、原案を採用するということです。 

その隣ですね、小学校校舎等。これも議長の御提案ではなく、原案を採用するというこ

とです。 

次のページは、議長の御提案どおりで変更を進める。 

その次のページも。 

〔竹原信一委員「今何ページだっけ」と呼ぶ〕 

今は６ページ、産業厚生委員会の委員会報告の部分です。 

ここに関しては、次のページの産業厚生委員会まで含めて、議長の御提案どおりに変更

でよいと。 

その下の総務文教委員会の委員会報告については、議長の御提案どおりに変える。 

次の８ページの討論です。 

討論については、３段目の竹原議員の専決処分の承認の部分に関して、最後の３行４行

を削ったほうがいいのではないかということでしたが、原案のとおりにということでこち

らで話し合いました。 

ほかは、議長の御提案どおりです。 

次の９ページ、教育長任命の白石議員のところでございますが、書式は変更しなくて、

点も残して箇条書きにするということでいきます。 

よろしいですかね。 

ほかは議長の御提案どおりに変更。 

10ページは、これは修正ございませんでしたので、このまま。 

白石純一委員 

確認なんですけど、議決結果のところの議案第10号の下、２行下、これは、木下議員だ

け反対だったんでしたっけ。 

川原慎一委員長 

でしたね。 

白石純一委員 
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そうなんですか。 

〔竹原信一委員「え、どこどこ」と呼ぶ〕 

10ページの議決表。 

〔竹原信一委員「の、どこの」と呼ぶ〕 

議案第10号 

〔竹原信一委員「議案10号が」と呼ぶ〕 

修正案以外の部分で、１人だけ木下議員が反対されてるんですね。 

そうだったのかな。 

川原慎一委員長 

だったよね。 

たしか、あって思ったので、だったと思う。 

〔竹原信一委員「珍しいね。まあこれ、チェックしてもらうだけか」と呼ぶ〕 

それでは、11ページの一般質問に入ります。 

これは、議長の御提案どおり、渡辺議員の部分については、いいということでした。 

次の12ページ牟田議員は、議長の御提案どおりで。 

違いますね、議長の御提案の３番目ですね、「ひきこもりに関する相談については」の

ところの「ひきこもりに関する」はカット。消すということです。 

隣の隣の隣、具体的な支援が必要であり、点を入れる。 

牟田議員に関しては、いいということです。 

次、白石議員の３番目、「原発へのミサイル・旅客機衝突想定外に懸念は」に変更。ほ

かは議長の御提案どおりです。 

次のページ、竹之内議員の３段目、１番最後、福祉課長の答弁のところで、「窓口は福

祉課であるが」に変更。ほかは、議長の御提案どおり。 

次、髙﨑議員の大きな問い、「新規就労支援は」やろ、これ。ほかは議長の御提案どお

りです。 

次、14ページ、大田議員の２段目の「有害鳥獣捕獲後」というところの最後、「いかが

か」を「どう考えているか」に変更。 

私のところは、議長の御提案どおり変更。 

次のページ、山田議員、川畑議員に関しては、議長の御提案どおり変更。 

次の16ページ竹原議員、３段目の、「裏で手を結んでことごとく賛成し、一般質問の一

つもしない議員がいたり」というところのカットの提案でしたが、このまま原案どおり。 

次、大野議員、大見出しの問いの「自主防災組織に求める活動は」を消さない。 

答えに関しては、「災害による被害の防止・軽減」。あとは議長の御提案どおりです。 

17ページ議員と語る会、写真のキャプション。「脇本地区公民館の様子」を「女性の参

加者も多かった脇本地区公民館」、風テラスのところは、「若い人の発言もあった風テラ

スあくね」。大川はなし。大川地区の背景色の変更をいたします。 

ほかは、議長の御提案どおりと。すいません、３段目の「暮らしの困りごと」の脇本か

ら「医療センターへ」は、「に」変更。 

次の18ページの総務文教委員会、そして19ページの議会運営委員会の事務調査に関して

は、議長の御提案どおりに変更。 

最終ページ、20ページは修正はございませんでしたのでこのままということでよろしい
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でしょうか。 

それではその他議長から修正あったとおりとして御異議はございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

御異議なしと認めそのように決しました。 

今回、受けたもの、これをまた議長に御提出させていただいて、議長が、今日・明日九

州議長会に御出席されておりますが、このデータを送って、この休みの間に見ていただい

て、もし、議長からのお話等があるようであれば、申し訳ございませんが、明日の５時、

議長が熊本から帰ってきてから、委員会を緊急で持つ可能性がございますので、明日の５

時以降はちょっと空けておいていただきたいんですがよろしいでしょうか。 

〔白石純一議員「すいません、私、ちょっといないんですけど」と呼ぶ〕 

ああ、ですか。泊まり。 

〔白石純一議員「はい」と呼ぶ〕 

まだ分かりませんけど、一応、議長からそういう指示があったら緊急で委員会を開くと

いうことになりますので、準備というか、心積もりしておいていただきたいと思います。 

それでは。 

〔竹原信一委員「５時以降にここに来るんですか」と呼ぶ〕 

です。 

帰ってくるのが４時半ぐらいなんですよ、議長が。 

何もなければそれが１番なんですけど。 

〔竹原信一委員「はい」と呼ぶ〕 

それを受けて、その話合い。もしなければ、今度は全員に流しますので。 

それでは、これで本日の広報広聴委員会を散会いたします。 

 

（散会 午前10時29分） 

 

 

広報広聴委員会委員長 川 原 慎 一    


